






































































































































とはいえ、内刳を最大限に施し、超軽量なものとし、内部には人間が肩の箇所で担ぐことができるように横棒を前後に渡 た仕組みがある。いわば阿弥陀如来の着ぐるみなのである。この阿弥陀如来像を着した阿弥陀如来が迎講で浄土から娑婆へと動くという姿を参集した人々は目の当たりにするの ある。今そこに現前する生身の阿弥陀如来 自らの臨終に際して来迎する阿弥陀如来 イメージと重ね合わせて往生を確信するのである。　
關氏はこの他にも広島・米山寺の阿弥陀如来立像に人間が中に入
る可能性を指摘され、岡山・誕生寺 はかつて同様な像があり、迎講で用いられていたものであることを明らかにした。本堂の本尊像は本堂内陣の安穏で聖なる場に安置され、人に触れられることもない。本堂像は静かに礼拝され だけである。それ 対し迎講像は担がれ動かされることで、転倒や にか 接触によ 損壊、また、悪天候などを含めて劣化や破損の可能性は数段高かったことと思われる。した って現存作例 稀少であるが、迎講像は思いの外多く造像されてい であろう。普段は本堂の中央奧に安置され目 触れる機会もないのであるが、迎講像は法会の場で公開される。登場することで衆目に触れるの り、数年に一度行われ 秘仏の御開帳に近いものがあると思われる。通常の仏 当然なが 清浄なる造作
物であり、礼拝者側から法会や講を通じて働きかける。しかし、生身仏の場合は視覚的もしくは聴覚的に礼拝者へと働きかけるのである。　
さて、彫刻作例ではないが、空海の入定信仰は生身信仰の最たる



















































































彼」を場合に 換えることが描かれている以上、物理的 不可能であるので、それぞれの持物が描き込ま 。細見美術館本
の愛染明王画像は日輪、根津美術館本では宝珠という具合である。しかし、彫像の愛染明王像の左第三手は軽く握った拳として、持物がない場合が多く、拳の中にそれぞれに応じたものが握らされるのである。　
これら彫像の場合でも五色糸が結ばれた阿弥陀如来像や手になに













































































































































七日七日の追善志を尽くし、涯分の御弔ひ哀れなりし日数の程もなく、四十九日にもなりしかば、今は誰をか頼み、いつを待つべき身ならねば、しばしの露の命をかく経で、草の縁だにあれども尋ぬべきにあらずとて、いまだ盛りにもならぬ花 御姿、墨の衣にやつし替へ 御髪にては自ら三尊一幅の来迎の象を縫はせ、御座せし仁和寺の傍らに柴の庵をかりそめに、結ぶともなき閑居をして、一両の伴侶を設け、二六時中の行業 は、過去幽霊、出離生死、頓証菩提と祈っては…













































































































































































ことは難しい。江戸時代になって、浮絵と称される３Ｄ絵画やからくり絵 いったトリックのよう 絵画が制作されるが、それは絵を楽しむためのものであり、絵画は鑑賞の対象物であり、中世の仏画のように絵画が生身となるものでな い。　
彫刻で生身とされる歩行や歯吹きは絵画にあってもそれは生身と





























  長岡龍作「古代日本の『生身』観と造像」 （ 『美術史学』二十九号、二〇〇八年三月（
②
　
  紺野敏文「仏身と造像―法身・生身・カミ」 （ 『哲学』一二七号、二〇一一年三月（
③
　

















































































































































  『覚禅鈔』 （ 『大正新脩大蔵経図像部』第五巻
（
第百二十八舎利には次の
ように記されている。
三種舎利
仏画における生身性について
五一
珠林四十云。舎利有三種。一骨舎利。其色白也。二髪舎利。其色黒。三是肉舎利。其色赤也云々
そのままの引用であるが、髪舎利の色は黒であるという。髪繍の人毛は当然だが漆黒である。
（
（（
 
鯨井清隆「広島浄土寺所蔵仏涅槃図再考」 （ 『美術史』一七一号、二〇一
一年十月
（
鯨井氏は旧軸木の墨書銘「文永十一年粉河寺僧随覚房生年四十
也七月十日」より随覚房鏡恵に着目し、西大寺のなかで、叡尊の高弟であることや西大寺と粉河寺との関係、そして周辺区画 引用と特色について明らかにした。
（
（（
 
本図には明治二十四年（一八九一（の次のような監査状が付属する。
監査状第五九〇八号
　　　
愛知県下
　
宝国寺
一
　
弥陀如来繍像
　
伝中将姫生髪ト云
　
絹地繍
 
竪三尺五寸五分横一尺二寸九分
　
一幅
右美術工芸上ノ参攷トナルへキモノト認定ス明治二十四年八月一日臨時全国宝物取調局臨時監査掛
 
赤塚
　
輯
  印
臨時全国宝物取調局臨時 掛
 
山名貫義
  印
臨時全国宝物取調局書記兼臨時監査掛
 
小杉温邨
  印
臨時全国宝物取調掛正七位
 
黒川真頼
  印
臨時全国宝物取調委員従四位
 
濱尾
　
新
  印
臨時全国宝物取調委員長正三位勲二等
 
九鬼隆一
  印
全国宝物調査が始まり、早期に価値ある文化財と認められたようである。
（
（（
 
絹目経緯
　
経四十本、緯三十八本（一センチ四方（
（
（（
 
前掲加須屋著書注７
（
（（
 
次のような墨書がある。
　　
巨勢公持筆
　
天元年中ノ人
絵師を天元年中（九七八～九八三
（
の巨勢公持とされており、もとよ
り画師比定としては不可能であるが、恵心僧都源信が『往生要集』を
著し、市聖空也が活動し、浄土教と極楽浄土が人口に膾炙しはじめた時期に相当させている点が面白い。
（
（0（ 
絹目経緯
　
経四十四本、緯五十二本（一センチ四方（
（
（（
 
絵画における生身を論じたものに、梅澤恵「羅漢図における『生身』性
とその図様」 （ 『アジア遊学』一二二号、日本と《宋元》の邂逅―中世におしよせた新潮流―、二〇〇九年五月
（
がある。宋代絵画にみられる現実性
をおびた画像について述べ、羅漢画像の生身性について言及されている。しかし、それは宋代絵画と鎌倉絵画の問題を含めて、我が国には波及しなかったものであるらしい。付記
　
調査及び図版掲載については、柴田全順氏、桑原弘善氏、関隆氏、秋元雄史
氏に格段のご配慮を賜り、栃木県立博物館本田諭氏と茨木恵美氏には調査にて協力を賜った。ここに記して厚く御礼申し上げます。なお、宝国寺本、個人蔵、現聲寺本の調査及び写真撮影にあたっては鯨井清隆君の協力を得た。
